
3 草地更新の推進方法

2 雑草侵入を抑制する維持管理法１ 草地更新時の雑草対策

高品質な牧草生産のための雑草対策技術の開発
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道総研 農業研究本部 畜産試験場

背 景

成 果

期待される効果

○長期間の雑草侵入抑制と高品質多収な牧草生産が可能となり、牧草生産コスト低減（８％）が
期待できます。

共同研究機関：根釧農試・上川農試天北支場
協 力 機 関：十勝・根室・釧路・網走・胆振・宗谷・渡島農業改良普及センター、釧路総合振興局農村振興課、
ホクレン、雪印種苗、十勝農協連、ＪＡ道東あさひ・帯広かわにし・とまこまい広域・オホーツクはまなす、滝上町、
滝上町酪農組合、北海道農業公社、北海道酪農畜産協会、日本草地畜産種子協会

重点研究

○雑草侵入により牧草地の収量性が低下し、生産コストが上昇しています。
・侵入する雑草種が以前とは変化しているため新たな雑草対策技術の開発

が必要となっていました。 ⇒【成果１，成果２】
・古くなって雑草侵入などにより収量性が低下した草地は草地更新＊を行う

ことが必要ですが、草地更新率が低く推移していました。 ⇒【成果３】

グリホサート系除草剤の2回処理
（前植生処理+播種床処理）が効果的！

2回処理区
（1番草刈取

後処理）

従来区
（秋処理後
春播種）

刈取り後のスラリー(液状の糞尿）
散布はすみやかに！

草地更新後3年目1番草（薄茶色に見えるのが
雑草（リードカナリーグラス））

10年に一度以上の草地更新を目標に
地域での取り組み推進！(現状は30年に一度）

＊ 草地更新：牧草地を耕し、新たに種子を播くこと。

% 散布が遅れると
牧草の生育が
抑制される

タイヤ跡ではせっかく再生
した牧草が台無し！

成果 を

まとめた「植生改善指針」
を策定
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地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

問い合わせ：道総研 畜産試験場 電話：0156-64-0616
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